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一
九
六
七
）
堀
内
文
言
．
『
適
々
斎
薬
室
膠
柱
方
」
・
古
代
医
学
史
上
の
甲

状
腺
腫
・
テ
ン
リ
ー
ネ
。
第
三
章
本
草
の
研
究
Ｉ
本
草
の
歴
史
・

東
西
古
代
の
本
草
害
・
臨
床
実
験
を
ふ
ま
え
た
和
漢
薬
研
究
・
附
子
・

甘
草
・
人
参
・
大
黄
・
土
扶
苓
・
『
本
草
品
彙
精
要
』
。
第
四
章
漢
方

治
療
の
実
際
ｌ
基
礎
知
識
・
四
診
の
コ
ツ
・
竹
林
の
養
生
論
争
・
老

人
性
疾
患
・
不
眠
・
不
安
・
抑
う
つ
・
虚
弱
児
・
循
環
器
疾
患
・
痛
み
・
消

化
器
疾
患
。
最
終
章
東
洋
医
学
と
わ
た
し
。
こ
こ
で
本
書
に
記
載
さ

れ
て
い
る
大
塚
恭
男
先
生
の
功
績
を
一
例
だ
け
引
用
し
て
お
き
た
い
。

「
西
洋
で
も
恐
ら
く
西
暦
紀
元
前
後
ま
で
に
は
、
ト
リ
カ
ブ
ト
が
サ
ソ

リ
毒
を
解
し
、
ま
た
眼
病
の
治
療
薬
と
し
て
の
効
果
の
あ
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
て
い
た
。
西
洋
に
お
け
る
ト
リ
カ
ブ
ト
の
医
的
応
用
は
、
こ
の

水
準
ま
で
は
、
中
国
の
そ
れ
と
ほ
ヌ
雁
行
し
て
発
達
す
る
趨
勢
を
示
し

て
き
た
が
、
そ
の
後
は
全
く
挫
折
し
て
し
ま
っ
て
、
古
代
後
期
よ
り
中

世
に
か
け
て
絶
大
な
影
響
力
を
誇
っ
た
ガ
レ
ノ
ス
に
至
っ
て
殆
ど
完
全

に
否
定
的
な
見
解
が
う
ち
だ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
相
異
は

一
体
何
に
基
く
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
の
解
明
は
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
恐
ら
く
は
東
洋
医
学
と
西
洋

医
学
と
の
本
質
論
に
遡
ら
ね
ば
解
明
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
こ
の
疑
問
を

出
発
点
と
し
て
筆
者
は
こ
れ
か
ら
の
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

う
」
（
本
書
五
○
○
頁
）
私
は
本
書
を
「
比
較
医
史
学
序
説
」
と
受
止
め
、

二
十
一
世
紀
の
日
本
医
史
学
を
卜
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
本

書
は
「
東
洋
医
学
の
世
界
」
と
い
う
よ
り
『
世
界
の
東
洋
医
学
」
が
ふ

さ
わ
し
い
か
も
し
れ
な
い
。

（
多
留
淳
文
）

『
病
い
の
克
服
ｌ
日
本
痘
瘡
史
」

ジ
ェ
ン
ナ
ー
が
牛
痘
種
痘
法
を
発
表
し
て
か
ら
二
○
○
年
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ

（
世
界
保
健
機
構
）
が
痘
瘡
（
天
然
痘
）
の
根
絶
を
宣
言
し
て
か
ら
二
○
年
。

や
が
て
痘
瘡
の
項
目
が
医
学
害
か
ら
消
え
て
い
き
、
医
療
関
係
者
か
ら

も
痘
瘡
は
忘
れ
ら
れ
た
病
気
と
な
る
。
人
々
に
忘
れ
ら
れ
る
と
資
料
が

散
逸
し
た
り
消
滅
し
た
り
す
る
。
こ
の
様
な
危
倶
か
ら
「
い
ま
の
う
ち

に
〃
日
本
人
の
痘
瘡
に
関
す
る
病
歴
″
に
つ
い
て
記
録
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
著
者
の
思
い
が
力
作
の
本
書
と
な
っ
た
。

第
Ｉ
章
「
痘
瘡
の
称
呼
の
変
遷
」
で
は
、
「
疫
病
」
「
疾
病
」
「
碗
豆
瘡
」

「
裳
瘡
」
「
庖
瘡
」
と
時
代
に
よ
り
変
り
、
現
代
の
学
名
と
な
っ
て
い
る

「
痘
瘡
」
は
江
戸
時
代
か
ら
用
い
ら
れ
、
幕
末
か
ら
「
天
然
痘
」
と
も
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。

第
Ⅱ
章
「
痘
瘡
の
起
源
と
伝
来
」
で
は
、
紀
元
前
二
世
紀
末
か
ら
四

世
紀
初
め
頃
に
イ
ン
ド
か
ら
中
国
に
伝
わ
り
、
六
世
紀
中
頃
に
朝
鮮
に

入
り
、
八
世
紀
に
九
州
の
筑
紫
を
経
由
し
て
わ
が
国
に
広
ま
っ
た
と
考

え
て
い
る
。

第
Ⅲ
章
「
痘
瘡
の
流
行
」
で
は
、
痘
瘡
の
流
行
が
政
治
と
社
会
に
ど

〔
本
書
は
非
売
品
。
一
九
九
八
（
平
成
十
年
）
三
月
二
十
一
日
。
発
行
所
は
北

里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
（
〒
一
○
八
’
八
六
四
二
東
京
都
港
区

白
金
五
’
九
’
二
〕

川

村

純

苫
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う
影
響
し
た
か
に
言
及
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
独
立
戦
争
（
一
七
七
六

～
八
三
）
が
痘
瘡
の
流
行
に
よ
っ
て
勝
敗
が
左
右
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
に
な
っ
た
か
も
知
れ
な
い
カ
ナ
ダ
が
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
と
し
て
残

っ
た
。
わ
が
国
で
も
政
権
争
い
が
痘
瘡
流
行
に
よ
り
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
痘
瘡
に
よ
る
改
元
は
、
わ

か
っ
て
い
る
だ
け
で
も
、
一
○
七
七
年
か
ら
一
四
五
二
年
ま
で
一
二
回

も
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
著
者
が
天
平
七
年
（
七
三
五
）
か
ら

明
治
に
至
る
ま
で
の
二
三
二
年
間
の
痘
瘡
の
流
行
を
文
献
か
ら
収
集

す
る
と
、
流
行
回
数
は
八
七
回
で
、
時
代
別
に
見
る
と
、
平
安
時
代
が

二
九
回
と
一
番
多
く
、
次
い
で
江
戸
時
代
二
八
回
、
室
町
時
代
一
二
回
、

鎌
倉
時
代
一
○
回
と
続
き
、
奈
良
時
代
は
三
回
、
南
北
朝
時
代
は
五
回

と
少
な
く
、
安
土
桃
山
時
代
は
流
行
が
な
か
っ
た
と
い
う
。

第
Ⅳ
章
「
痘
瘡
の
犠
牲
者
」
で
は
、
痘
瘡
に
罹
患
し
た
天
皇
、
将
軍
、

歴
史
上
の
人
物
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
著
者
の
調
べ
で
は
、
痘
瘡
に
か

か
っ
た
天
皇
は
、
明
ら
か
な
も
の
だ
け
で
も
、
平
安
時
代
一
三
名
、
鎌

倉
時
代
と
江
戸
時
代
が
七
名
、
南
北
朝
時
代
が
三
名
、
室
町
時
代
一
名
、

計
三
一
名
に
な
る
と
い
う
。

第
Ｖ
章
「
痘
瘡
の
医
学
」
で
は
、
痘
瘡
の
原
因
が
神
意
説
、
疫
鬼
説
、

死
霊
説
、
時
疫
説
、
胎
毒
説
、
伝
染
説
な
ど
と
変
遷
し
て
い
る
こ
と
を

と
り
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
痘
瘡
を
避
け
る
「
避
痘
」
で
は
、
痘
瘡
患
者

を
人
家
か
ら
離
れ
た
山
中
の
小
屋
な
ど
に
置
き
捨
て
る
「
隔
離
」
と
、

痘
瘡
に
か
か
っ
て
い
な
い
者
や
種
痘
を
受
け
て
い
な
い
者
を
山
谷
の
施

設
に
集
め
て
種
痘
を
行
い
、
一
定
期
間
同
所
に
留
め
て
お
く
制
度
「
種

痘
山
制
」
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
「
種
痘
山
制
」
の
資
料
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
大
村
藩
に
関
す
る
も
の
だ
け
と
い
う
。

古
く
か
ら
洋
の
東
西
で
、
痘
瘡
に
か
か
っ
た
時
、
赤
い
衣
服
を
着
せ

た
り
、
室
内
に
赤
色
の
も
の
を
飾
っ
た
り
し
た
が
、
「
赤
の
医
学
的
効
用
」

を
考
察
し
て
い
る
。
紅
花
を
用
い
た
口
紅
の
効
用
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
医

学
者
フ
ィ
ン
セ
ン
が
痘
瘡
患
者
に
赤
色
光
線
療
法
を
行
い
、
そ
の
業
績

で
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
な
ど
を
あ
げ
、
赤
色
光
線
の
炎
症
に

対
す
る
阻
止
作
用
が
医
学
上
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
「
赤
色

ま
ん
ざ
ら

づ
く
め
の
庖
瘡
療
法
も
万
更
効
果
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
」
と
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

著
者
が
一
番
多
く
ペ
ー
ジ
を
割
い
て
い
る
の
は
第
Ⅵ
章
「
種
痘
」
で

あ
る
。
ま
ず
人
痘
種
痘
法
と
牛
痘
種
痘
法
の
伝
来
を
と
り
あ
げ
、
次
い

で
牛
痘
種
痘
の
普
及
と
強
制
種
痘
の
実
施
・
廃
止
に
言
及
し
て
い
る
。

牛
痘
種
痘
の
実
施
に
当
っ
て
、
日
本
で
は
当
初
か
ら
種
痘
を
受
け
た
人

に
渡
す
種
痘
証
を
発
行
し
て
い
る
が
、
著
者
は
朝
日
新
聞
の
記
事
を
引

用
し
て
、
万
延
元
年
（
一
八
六
○
）
に
大
阪
「
除
痘
館
」
で
発
行
し
た
「
庖

瘡
相
済
證
」
が
現
存
す
る
種
痘
済
証
と
し
て
最
も
古
い
と
認
定
し
て
い

ブ
（
）
Ｏ

明
治
時
代
に
な
り
強
制
種
痘
が
徹
底
す
る
と
、
種
痘
接
種
者
が
増
え
、

種
痘
の
副
反
応
（
種
痘
後
脳
炎
、
壊
疽
性
痘
庖
な
ど
）
が
出
て
、
種
痘
事
故

が
多
発
し
た
。
国
に
よ
る
強
制
種
痘
の
た
め
、
車
篤
な
副
反
応
の
被
害

を
受
け
た
児
と
そ
の
両
親
ら
が
国
に
対
し
て
損
害
賠
償
請
求
を
す
る
訴

訟
が
起
る
。
著
者
は
こ
の
種
痘
禍
訴
訟
も
痘
瘡
史
の
重
要
な
部
分
と
し

て
ペ
ー
ジ
を
も
う
け
て
い
る
。

第
Ⅶ
章
で
は
「
痘
瘡
に
か
か
わ
る
民
俗
」
と
し
て
、
赤
の
習
俗
、
庖
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瘡
信
仰
、
庖
瘡
除
け
の
呪
物
を
と
り
あ
げ
、
第
Ⅷ
章
で
「
文
芸
作
品
に

み
る
痘
瘡
」
と
し
て
「
栄
花
物
語
」
「
浮
世
風
呂
」
「
馬
琴
日
記
」
な
ど

小
説
、
日
記
、
随
筆
、
川
柳
、
俳
句
、
短
歌
、
唱
歌
を
紹
介
し
て
い
る
。

最
後
に
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
資
料
や
新
聞
報
道
な
ど
を
引
用
し
、
日
本
最
後

の
痘
瘡
患
者
や
世
界
で
最
後
の
患
者
を
と
り
あ
け
、
「
痘
瘡
の
根
絶
」
（
第

Ⅸ
章
）
の
様
子
を
記
し
、
「
人
類
は
再
び
痘
瘡
に
襲
わ
れ
る
こ
と
は
な
い

か
」
（
第
Ｘ
章
）
と
い
う
テ
ー
マ
を
検
証
し
て
い
る
。

（
蔵
方
宏
昌
）

〔
思
文
閣
出
版
”
京
都
市
左
京
区
田
中
関
田
町
二
’
七
、
電
話
○
七
五
’
七

五
一
’
一
七
八
一
、
平
成
十
一
年
五
月
二
十
日
、
四
六
判
、
四
○
四
頁
、
本

体
四
、
七
○
○
円
〕

磯
貝
元
著

『
明
治
の
避
病
院
ｌ
駒
込
病
院
医
局
日
誌
抄
』

十
九
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
に
か
け
て
発
展
を
み
た
細
菌
学
、
そ
し
て

ウ
イ
ル
ス
学
は
病
を
特
定
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
人
び
と
の
視
覚
の
下
に

お
い
て
本
体
を
あ
ら
わ
に
さ
せ
た
が
、
そ
の
こ
と
は
病
人
が
抱
え
て
い

た
そ
れ
ま
で
の
二
重
の
病
苦
を
追
放
す
る
と
い
う
画
期
的
な
出
来
事
に

つ
な
が
っ
た
。

そ
の
ひ
と
つ
は
、
肉
体
を
苦
し
め
て
い
た
病
原
菌
を
攻
撃
す
る
治
療

薬
の
開
発
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
病
気
の
本
体

が
わ
か
ら
ず
、
治
癒
す
る
こ
と
が
な
く
て
致
死
率
の
高
い
病
に
あ
り
が

ち
な
病
の
意
味
づ
け
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
病
人
の
社
会
的
な
差
別
と

い
う
事
態
が
解
消
に
向
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

本
書
が
舞
台
と
な
っ
て
い
る
明
治
中
期
の
社
会
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
・

結
核
・
精
神
病
な
ど
が
地
方
に
よ
っ
て
は
家
筋
の
病
と
し
て
捉
え
ら
れ
、

病
人
お
よ
び
そ
の
家
族
が
強
い
社
会
的
偏
見
の
下
に
お
か
れ
て
い
た
時

代
で
あ
る
。
繰
返
し
社
会
を
襲
っ
た
コ
レ
ラ
な
ど
の
感
染
症
に
お
い
て

も
、
発
生
源
の
多
く
が
都
市
の
不
潔
な
貧
民
窟
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、

病
が
そ
こ
に
住
む
人
の
不
衛
生
や
だ
ら
し
な
さ
、
不
道
徳
、
逸
脱
と
い

っ
た
も
の
と
結
び
つ
き
、
病
人
を
差
別
す
る
動
き
も
み
ら
れ
た
。
衛
生

警
察
に
よ
る
人
権
を
無
視
し
た
隔
離
策
は
そ
の
動
き
を
助
長
し
、
病
が

も
つ
マ
イ
ナ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
を
大
き
く
ふ
く
ら
ま
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
八
九
七
年
に
は
コ
レ
ラ
・
腸
チ
フ
ス
・
赤
痢
・
痘
瘡
・
発
疹
チ
フ

ス
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
ペ
ス
ト
・
猩
紅
熱
を
伝
染
病
に
指
定
し
た
伝
染
病

予
防
法
が
公
布
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
に
お
い
て
も
病
へ
の
対
応
は

清
掃
・
消
毒
（
清
潔
法
）
と
避
病
院
へ
の
隔
離
、
対
症
療
法
が
中
心
で

あ
り
、
救
命
に
威
力
を
発
揮
し
た
抗
生
物
質
の
登
場
は
ま
だ
先
の
こ
と

で
あ
る
。

避
病
院
の
ほ
と
ん
ど
は
流
行
の
際
、
臨
時
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
が
、
東
京
府
で
は
一
八
九
六
年
に
恒
久
的
な
施
設
を
建
て
、
翌
年

に
は
そ
れ
を
東
京
市
へ
移
管
す
る
と
と
も
に
、
常
設
の
避
病
院
で
あ
っ

た
本
所
病
院
を
閉
鎖
し
て
い
る
。
そ
れ
以
来
、
駒
込
病
院
は
東
京
市
に

お
け
る
常
設
の
避
病
院
と
し
て
機
能
し
、
当
直
医
に
よ
っ
て
日
誌
が
つ

づ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
書
は
詳
細
な
注
が
付
記
さ
れ
た
「
駒
込
病
院
医
局
当
直
日
誌
」


